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表4　生活保護基準改定の概要 1　生活保護基準の改定 （1級地）

篇
（
、鶴銘）定へ1 第29次　改　定

（481β4月1日） 擁　　　　　　　要

1．生活扶助基準 門 門

　（葵準生活費）
ω居宅（1類鞄類）’
ω　期末一時扶助費

　（収容1職基準）
ω　救護施投

（標準4人世帯）　　　44，364
2月1人当たウ

隣脇溜1：lll
　　　　　　　　　　14”295

50，575

3，420

1，225

16，300

（級地別）（生活扶助基準額）
1級地　　　　　　50，575円
2　〃　　　　　　　46，023
3〃　　　　　　　41，478
4”　　　　　　　36，916

｛21吏生施設 15，145 17，270

（加算等）

111妊産婦加算

121母子加算
樹　障醒者加算

｛妊娠6か月未満　　　2・370
　　〃　　以上　　　3，555
産　　　　婦　　　2，195

一…擁88

　　　　　　　　　　2，620
　　　　　　　　　　3，940
　　　　　　　　　　2，430

一・呵翻 ◎重度障害者家族介護料
　　　　　　　　　　一ω　精薄兇養護加算

㈲　老齢加算
⑥在宅患者加算

2，900

2，300
3，430

4，300
3，300

3，800

（介謝　9，。。。的以内

　　　　→10，000円以内

ω放射線障審者加算
固　多子養育加算

　　　　　　　　　　5，000
（47年3月1日新設）　3，000

5，000

3，000

㈲　人工栄養費 ．3，290 3，290

⑯　入院患者日用品費 （一般病　　　　　　5，710
塘神病　　　　　　5，140

6，600

6．27
㈲　一時扶助（布団類） 7，000円以内 7，000円以内

⑬入学準備金 小学校入学時　　5，500円以内 11．000円以内
中学校入学時　　5，000円以内 12，000円以ド

2．教育扶助基準

　小学3年
　中学1年（男）

学111品費専　　　　　　550
　　〃　　　　　　　　　王，46

　660
1，680

◎このほか学校給食費通学のた
　めの交通費等の実費支給，ま
　た特別活動のうち，クラフ

活動に要する，膿類について

実費支給
3．住宅扶助董準
　家貨間代等
　家屋補修維持費

　　　　　　　2，8GO円以内
（年額）　　　30，000円以内

4，500円以内
30，000円以内

◎住宅事情により第2種公営住
　宅家賃の最高額を標準とした
　額に1．3を乗じた額の特別基

4，医療扶助基準

5．出産扶助基準

国保の診療方針診療報酬に準ず
る
1
件 1　　　　8，000円以内

同　　　　左

　　　20，000円以内

　準を設定

◎施設分ぺんの場合は，入院（8
　日以内の実入院日数）に要す
　る費用の額を加算
◎他に衛生材料費1，200二円以内

6．生業扶助葵準 支給
ω　生業費 30，000円以内 ・30，000円以内

121技能修得慶
㈲　就職支度費

7。葬祭扶助萎準

　　　　　　　15，000円以内
　　　　　　　15，000円以内

1奈炎l　il：188騰

。15，000円以内
・15，000円以内

・16，000円以内
・12、800円以内

◎霊枢自動車料金限度額
　　　　　　　　4，000円∫

（勤労に伴なう必要経費）
ω　業種別基礎控除

i繍1皇笙i 5，200
7，030

8，920

6，080

8，110
10，2GO

121基礎控除合算額 （最高額131刀職種）　　10，260 11，220

（灘霧鐸）
131特別控除 36，400円以内 41，500円以内
1｛1新規就労控除 2，000 2，000
151未成年者控除 2，000 2，000

⑥　不安定就労控除 2，00G 2，CGG

ω　実費控除 実費 実費
（社会保険料，紐合費，
揃樹1等響、

戸

7

注）・印は，今回改定しなかつた葵準額である。
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